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平成 27 年度第 1 回千曲市総合教育会議議事録（要約） 

 

1. 日  時 

平成２７年５月１９日（火） 午前１０時から午前１０時５５分 

 

2. 場  所 

千曲市役所更埴庁舎 応接会議室 

 

3. 会議日程 

（1） 開会 

（2） 市長あいさつ 

（3） 会議事項 

（4） その他 

（5） 閉会 

 

4. 議  題 

（1） 千曲市総合教育会議運営要綱（案）について 

（2） 千曲市教育大綱について 

 

5. その他 

（1） 意見交換 

（2） 次回日程 

 

6. 出席者 

委員  岡田昭雄市長    赤地憲一教育委員長   若林由美子職務代理者 

田島仁教育委員   西澤民雄教育委員    武井音兵衛教育委員 

吉川弘義教育長 

職員  多田企画担当部長  堰口教育部長      竹内総合政策課長 

    坂井教育総務課長  稲玉政策推進係長    滝沢総務係長 

    吉迫主査 

 

7. 会議要旨 

開会（多田企画担当部長）進行 

 

市長あいさつ 

 ４月から企画政策部に総合教育会議の事務局を設置して初の会議。 

 今回の改正は教育の政治的な中立性、継続性、安定性を確保しながら、地方教育

行政における責任体制の明確化、迅速な危機管理体制の構築、地方公共団体長と

教育委員会との連携の強化等、制度の抜本的な改革を行ったもの。 

 教育の課題が地域によって様々であることを踏まえ、市長が地域の実情に応じて、
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大綱を策定する。 

 教育委員会は執行機関であり、大綱記載事項を含め、今後も引き続き教育委員会

の所管する事務は教育委員会自らの権限と責任において管理し、執行する。 

 総合教育会議の設置は法定のため、運営要綱の審議と、千曲市教育大綱について

今後どう協議していくかということの２点を本日の会議事項とする。 

 

会議事項 

（１）千曲市総合教育会議運営要綱（案）について 

（竹内総合政策課長） 

 総合教育会議は、教育の政治的中立性、継続性、安定性を確保しつつ、地方教育

行政における責任の明確化、迅速な危機管理体制の構築、首長との連携強化を図

ることを目的に始まるもの。 

 資料１「千曲市総合教育会議運営要綱（案）」について、会議の運営に関し必要な

事項を運営要綱として定めたい。 

 議事録への署名は市長と、教育行政の事務方トップである教育長にお願いしたい。 

 

（岡田市長） 

運営にかかわる要綱。委員の皆様からのご意見を頂戴したい。 

 

（吉川教育長） 

国、県などの動向を見定め、必要な内容が盛られているので、これで良いと思う。 

 

（岡田市長） 

本案を運営要綱としてよろしいか。 

 

（一同） 

異議なし 

 

（２）千曲市教育大綱について 

（竹内総合政策課長） 

 「千曲市教育大綱」について、昨年度策定された「千曲市教育振興基本計画（千

曲っ子教育ビジョン）」を大綱に定める方向で検討していく旨、今までの懇談の

中で内諾をいただいている。 

 事務局としては他市町村の状況を踏まえて調査検討を重ね、改めて協議させてい

ただく等、慎重に進めていきたい。教育の新たな枠組みとなる総合教育会議の中

で時間をかけて大綱を定めてまいりたい。 

 

（岡田市長） 

事務局より、大綱の位置づけについて、時間をいただきたいという提案があったが、

ご意見いかがか。 
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（岡田市長） 

大綱には、耐震化、放課後対策、幼児教育、保育の充実、予算なども対象となるとの

考え方もあるが、各課で所管する内容もあるので、どのようにするのか検討に時間を要

する｡また、教育行政に混乱が生じないように、充分に協議、調整を尽くすことが肝要

なので、進行に応じて状況を報告し、ご意見を頂戴していく形で進めていきたい。 

県下でも千曲市は（この会議の開催）早い方なので、他の動向も注視しつつ、大綱制

定には少し時間をかけながら次回以降議していくことでよろしいか。 

 

（一同） 

異議なし 

 

その他の意見交換 

 

○インターネット・ゲームに関するリテラシーについて 

 教育振興計画を 2 月の教育委員会定例会で検討した際、「インターネットの利用」

について、市全体として何らかの規制が必要ではないかということが話題となっ

た。 

 福井県では９時以降インターネット等の禁止という地域での取り組み事例がある。 

 道具をどう使うかは人間が決めればいいが、家庭でどの程度管理できるか大変難

しい。 

 当市ではＩＣＴの利活用について学校現場で危険性も含めて講習、講演会を行う

等、児童生徒・ＰＴＡへの働きかけを行っているが、今後も継続して続ける必要

がある 

 

○心の育成について 

 県アンケートによると子供たちの自己肯定感が低い、楽しいと思える日が少ない、

孤独だと感じることが思いのほか多いことが伺える。将来由々しき問題に発展する

可能性もある。 

 スポーツだけでなく夢や目標を持つことの重要性、そこへ向けての練習の積み重ね、

その過程がすごく充実したもの（楽しいもの）になるはず。それを多くの子供たちに

も知ってもらいたい。また、学力の向上も重要だが学力を入れる心・体という器を

しっかり作ることが重要だと思う。 

 高齢者の孤独も課題だが、青少年も孤独に身を置く者も少なくない（岡田市長） 

 千曲市の子供たちがどんなことを考えているのか一度調査するのも良いと思う。 

 

○子育て支援について 

 保護者アンケートでは保育料軽減より、１日子どもと遊べる場がほしいとの話もあ

る。 

 小さいお子さんを持つお母さんたちは、子供を一緒に連れて行って、他のお母さん

たちと交流できる場を求めているようである。 
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 子育てをしているお母さんを応援するグループを作りたいとの市民の動きもある。

行政としてもそのような団体、グループの支援はしていこうと思う。 

 社協などのお茶のみサロンなどで、ママさん幼児などとも触れ合う機会を設けるこ

とを提案したい。認知症予防にもなるし、世代間交流にもなる。 

 

○その他 

 教育大綱と教育振興基本計画との関係だが、校舎の改築、耐震化、施設設備などを

全部含めると、理想的ではあるが、逆に大変ではないかとの思いもある。別枠で考

えるのも一つの方法かとも思うので、その面も含めて検討していただければと思う。 

 

○次回日程について 

 他市町村の開催状況、大綱の策定状況とその内容の資料をそろえたうえで、次回の

開催としたい。 

 

閉会（多田担当部長） 

（閉会時刻 10：55） 

 

 

議事署名人 

 

 

 

                                         

 

 

 

 

                                         


